
麻布大フィールドワークセンターの看板を除幕し、開設を祝
う（左から）嘉戸隆美郷町長、浅利昌男麻布大学長、丸山達
也島根県知事、佐竹一夫美郷町議会議長‖島根県美郷町粕渕

町
内
で
研
究
活
動
を
す
る
麻

布
大
生
‖
島
根
県
美
郷
町

麻
布
大
本
部
キ
ャ
ン
パ
ス

＝
神
奈
川
県
相
模
原
市

　
松
尾
　
美
郷
町
は
鳥
獣
害

対
策
に
取
り
組
む
産
官
学
民

が
集
う
美
郷
バ
レ
ー
構
想
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
嘉
戸
　
米
国
の
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
は
世
界
最
先
端
の
企

業
が
集
ま
り
最
新
技
術
や
情

報
、人
脈
が
手
に
入
り
ま
す
。

美
郷
町
を
鳥
獣
害
対
策
の
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
が

集
ま
る
場
に
し
た
い
と
思

い
、
鳥
獣
害
対
策
版
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
、
美
郷
バ
レ
ー
と

名
付
け
ま
し
た
。

　
松
尾
　
美
郷
バ
レ
ー
に
は

現
在
、
�
の
企
業
、自
治
体
、

団
体
が
参
画
し
、
麻
布
大
も

加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
嘉
戸
　
大
企
業
や
鳥
獣
害

対
策
に
特
化
し
た
企
業
な

ど
、
特
色
あ
る
事
業
体
が
参

画
し
て
い
ま
す
。
町
は
２
月

に
、
美
郷
バ
レ
ー
の
中
心
的

役
割
を
担
う
町
組
織
「
お
お

ち
山
く
じ
ら
研
究
所
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
参
画
事
業

体
の
連
携
強
化
、
地
域
活
性

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強

化
し
ま
す
。
島
根
県
も
麻
布

大
の
進
出
に
期
待
し
、
県
や

県
を
通
じ
た
県
内
事
業
体
と

の
連
携
も
図
り
ま
す
。
例
え

ば
麻
布
大
の
学
生
が
県
内
企

業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

（
就
業
体
験
）
を
通
じ
、
就

職
す
る
と
い
っ
た
麻
布
大
と

島
根
県
を
結
ぶ
場
に
な
れ
た

ら
い
い
と
考
え
ま
す
。

　
松
尾
　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
で
は
、
美
郷
町

民
の
健
康
長
寿
の
秘
密
を
探

る
研
究
も
し
ま
す
ね
。

　
浅
利
　
食
品
生
命
科
学
科

の
研
究
テ
ー
マ
で
す
。
町
民

の
食
事
や
生
活
習
慣
を
調

べ
、
デ
ー
タ
か
ら
健
康
長
寿

と
の
関
連
を
解
析
し
ま
す
。

恐
ら
く
地
域
の
食
文
化
が
関

係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
嘉
戸
　
美
郷
町
は
長
寿
県

の
中
の
長
寿
町
で
す
。
島
根

県
は
人
口
�
万
人
当
た
り
の

１
０
０
歳
以
上
人
口
が
日
本

一
で
、
県
内
市
町
村
別
で
ほ

ぼ
毎
年
ト
ッ
プ
な
の
が
美
郷

町
で
す
。
町
民
が
健
康
的
で

生
命
を
活
性
化
す
る
生
活
を

し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
が
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
分
か

り
ま
せ
ん
。
麻
布
大
が
町
民

と
一
緒
に
研
究
し
解
明
で
き

れ
ば
、
世
界
に
発
信
で
き
る

成
果
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　麻布大（神奈川県相模原市）の教育研究拠点

「フィールドワークセンター」が１日、島根県

美郷町粕渕に開設された。同大初のサテライト

施設で学生や研究者が滞在しながら動植物の生

態や食品、環境などの教育、研究を行う。麻布

大の浅利昌男学長、美郷町の嘉戸隆町長に、山

陰中央新報社の松尾倫男社長がセンター開設の

意義や将来展望などを聞いた。

　
松
尾
　
美
郷
町
と
麻
布
大

は
�
年
を
超
え
る
交
流
が
あ

る
と
聞
き
ま
す
。
ど
の
よ
う

な
交
流
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
嘉
戸
　
２
０
０
０
年
に
、

あ
る
研
究
室
の
鳥
獣
害
調
査

を
当
時
の
邑
智
町
が
受
け
入

れ
た
の
が
最
初
の
縁
で
し

た
。
以
降
、
研
究
者
や
学
生

が
町
に
長
期
間
滞
在
し
て
研

究
・
調
査
、
論
文
を
執
筆
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
学
生

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
、
空
き

家
を
借
り
て
の
住
み
込
み
を

通
じ
、
町
民
と
交
流
を
育
ん

で
き
ま
し
た
。
大
学
で
の
講

義
で
は
味
わ
え
な
い
体
験
を

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
松
尾
　
美
郷
町
と
麻
布
大

は
�
年
に
学
術
研
究
や
人
材

育
成
、
産
業
振
興
、
教
育
文

化
振
興
を
目
的
に
包
括
的
連

携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　
嘉
戸
　
交
流
を
も
う
一
段

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
、
組
織

的
な
動
き
に
し
よ
う
と
締
結

し
ま
し
た
。
�
年
６
月
に
は

美
郷
町
を
研
究
、
教
育
の
場

に
活
用
し
て
も
ら
お
う
と
、

麻
布
大
に
町
へ
の
進
出
を
提

案
し
ま
し
た
。
速
や
か
に
検

討
し
て
い
た
だ
き
、
開
設
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
紡

い
で
き
た
信
頼
関
係
が
あ
っ

て
こ
そ
実
現
し
、
町
民
を
代

表
し
て
歓
迎
し
ま
す
。

　
浅
利
　
３
月
�
日
の
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
開

設
式
で
町
を
挙
げ
て
歓
迎
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
麻
布

大
第
２
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
の

思
い
を
込
め
、
私
は
セ
ン
タ

ー
を
麻
布
大
美
郷
バ
レ
ー
キ

ャ
ン
パ
ス
と
呼
び
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
松
尾
　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
の
活
用
計
画
や

将
来
展
望
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

　
浅
利
　
本
年
度
は
選
択
科

目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
演

習
を
受
講
し
た
環
境
科
学
科

３
年
生
が
夏
休
み
の
数
日

間
、
セ
ン
タ
ー
に
滞
在
し
な

が
ら
野
外
調
査
を
す
る
計
画

で
す
。
セ
ン
タ
ー
に
常
駐
す

る
教
授
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
本

部
の
学
生
に
講
義
し
ま
す
。

２
０
２
３
年
度
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
改
編
後
、
セ
ン
タ
ー
を

使
う
機
会
を
さ
ら
に
増
や
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
松
尾
　
美
郷
町
は
豊
か
な

自
然
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

環
境
を
生
か
し
な
が
ら
営
み

を
続
け
て
き
た
町
民
が
い
ま

す
。
学
生
は
町
民
か
ら
学
ぶ

こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
浅
利
　
美
郷
町
の
自
然
や

人
々
の
暮
ら
し
は
「
宝
の
山
」

の
よ
う
で
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で
、
建
学

の
精
神
で
あ
る
実
践
的
な
人

材
を
育
て
ま
す
。
学
生
を
送

り
出
し
ま
す
の
で
町
民
の
み

な
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
松
尾
　
大
学
進
出
と
い
う

好
機
を
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う

生
か
し
ま
す
か
。

　
嘉
戸
　
美
郷
町
は
�
年
に

県
立
邑
智
高
校
が
閉
校
し
、

離
島
を
除
け
ば
島
根
県
内
で

唯
一
、
高
校
の
な
い
町
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
を
機
に
活

気
が
急
速
に
失
わ
れ
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
麻

布
大
の
進
出
で
「
高
校
は
な

い
け
ど
大
学
の
あ
る
町
」
と

い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
町
に
な
り

ま
し
た
。
「
麻
布
大
第
２
の

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
」
と
し
て
町

の
活
性
化
に
結
び
つ
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
松
尾
　
島
根
県
で
育
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
麻
布
大
や
美

郷
町
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
で
学
び
、
島
根
で

活
躍
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　
松
尾
　
麻
布
大
は
日
本
の

獣
医
系
大
学
で
は
２
番
目
に

長
い
歴
史
を
誇
り
ま
す
。

　
浅
利
　
１
８
９
０
年
に
東

京
市
麻
布
区
（
当
時
）
に
創

設
さ
れ
た
東
京
獣
医
講
習
所

が
発
祥
で
す
。
１
９
５
０
年

に
麻
布
獣
医
科
大
と
し
て
開

学
し
、
�
年
に
麻
布
大
に
改

称
し
ま
し
た
。
長
く
獣
医
師

養
成
教
育
一
筋
で
続
け
、
獣

医
師
の
輩
出
数
は
日
本
の
大

学
で
ト
ッ
プ
で
す
。

　
松
尾
　
現
在
は
獣
医
学
部

と
生
命
・
環
境
科
学
部
の
２

学
部
５
学
科
が
あ
り
ま
す
。

　
浅
利
　
公
害
が
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
た
�
年
に
、
人

間
の
健
康
維
持
・
向
上
を
目

的
に
公
衆
衛
生
を
専
門
的
に

学
ぶ
麻
布
公
衆
衛
生
短
大
が

開
学
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
生

命
・
環
境
科
学
部
の
ル
ー
ツ

で
、
美
郷
町
に
開
設
し
た
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

が
付
属
施
設
と
な
り
ま
す
。

　
松
尾
　
セ
ン
タ
ー
で
ど
の

よ
う
な
活
動
を
し
ま
す
か
。

　
浅
利
　
町
内
の
動
植
物
に

関
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

教
育
▽
野
生
動
物
を
用
い
た

ジ
ビ
エ
料
理
の
加
工
技
術
教

育
▽
食
品
衛
生
管
理
の
国
際

基
準
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
ハ
サ

ッ
プ
）
」
の
研
究
｜
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。
動
物
学
を

長
年
研
究
し
て
き
た
特
色
を

生
か
し
、
鳥
獣
害
対
策
の
指

導
・
支
援
拠
点
と
し
て
美
郷

町
の
役
に
立
ち
た
い
で
す
。

　
松
尾
　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
に
対
す
る
学
生
の
ニ
ー
ズ

は
高
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
浅
利
　
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺

は
住
宅
地
で
近
く
に
山
野
は

あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
度
は
箱

根
（
神
奈
川
県
）
の
山
に
出

掛
け
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し

ま
し
た
。
自
然
や
生
物
を
好

む
学
生
が
多
く
集
ま
る
大
学

な
の
で
今
回
、
学
生
の
期
待

に
応
え
ら
れ
ま
す
。
自
然
豊

か
で
人
情
あ
ふ
れ
る
美
郷
町

な
ら
、
安
心
し
て
送
り
出
せ

ま
す
。

　��企画特集����年（令和３年）�月��日（土曜日）（第３種郵便物認可）


